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(1) 

 
池の周りを一直線にしてみるとわかりやす

いです。 

 

1 回目のすれちがい（出会い）にかかる時

間は， 

  600÷(90+60)＝4分後 

 

 

 

1 回目のすれちがいの後も同じことのくり

返しになりますから，２人は４分ごとにすれ

ちがうことになります。 

 

したがって，２回目は出発してから， 

 

 4+4=8分後 

(2) 

 
 

「A が B を追いこす」ということは， 

「A が 1周まわった後に追いこす」ことです。 

 

したがって，上の右の図のように 

A は B より 600m 後ろからスタートと同じこ

とになります。 

 

1回目の追いこしにかかる時間は， 

  600÷(90-60)＝20分後 

 

 

 

1 回目の追いこしの後も同じことのくり返

しになりますから，A は 20分ごとに B を追い

こすことになります。 

 

したがって，２回目は出発してから， 

 

 20+20=40分後 

 

2回目・・・8分後 

1回目・・・4分後 

 

追いついた所 

1回目・・・20分後 

2回目・・・40分後 
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（復習） 

 

 

 

反対方向に進んだときは「すれちがいの問題」で 

       同じ方向に進んだときは「追いつきの問題」になります。 

 

したがって，公式にあてはめると， 

   

 

 

 

 

 速さの和・・・300÷3=100 (m/分)      速さの差・・・300÷15=20 (m/分) 

 

ここで，和差算 です。 

 

右の図から  

兄の速さは， 

  (100+20)÷2＝60m/分 

        分速 60m 

 

 

弟の速さは， 100-60=40m/分 

          分速 40m 

 

 300m  300m 

速さの和 3分 15分 速さの差 

 

兄の速さ 

 

弟の速さ  

速さの和 

100m/分 

速さの差 

20m/分 

兄・・・分速 60m  弟・・・分速 40m 
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A君が B君を追いこすためには 1周まわってからですから，  

    

2回目の追いこしまでに A君は B君より 2周多くまわります。 

     ↓ 

したがって， このとき B君は(7-2=)5周まわっていることになります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

A君は 7周を 15分かかっていますから， 

B君も 5周を 15分かかっています。 

      ↓ 

B君が 1周にかかる時間は，(15÷5=)3分です。 

 

   B君の速さは 分速 130m ですから， 

    池のまわりの長さは， 

     130×3＝390 (m)  

    

   

 
15分 

 

390m 
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A君だけが 1周多くまわっていますから，A君は 900m後ろからスタートと同じです。 

状況図を書くと下の図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 C君は A君に追いつかれるのに 9分かかっていますから， 

  ２人の速さの差は， 900÷9＝100 (m/分) 

 

   C君の速さは 分速 150m ですから， 

  A君の速さは 150+100=250 (m/分) ⇒ 分速 250m 

 

 

 

  

B君は A君に追いつかれるのに 5分かかっていますから， 

  ２人の速さの差は， 900÷5＝180 (m/分) 

 

   A君の速さは 分速 250m ですから， 

  B君の速さは 250－180=70 (m/分) ⇒ 分速 70m 

 

 
分速 150m 

 

900m 

9分 

A君の速さ・・・分速 250m 

B君の速さ・・・分速 70m 
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  状況図は下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) B君と C君は 1分間に 20m の差ができます。 

    360m の差ができるのは， 360÷20=18分後 です。 

     

   すなわち，A君と B君がすれちがった（出会った）のもこのときですから 18分後です。 

     

  

 

18分後 

(2) 

A君と B君の 速さの和 は， 

  3600÷18＝200m/分 

 

A君の速さは 120m/分ですから， 

B君の速さは (200-120=)80m/分 

             分速 80m 

 

C君の速さは (80-20=)60m/分 

             分速 60m 

 

 

 

 

B君・・・分速 80m  C君・・・分速 60m 

(3) 

 

 

 

 

  

 上の図のようになります。 

  すれちがい（出会い）にかかる時間は， 

360÷(120+60)=2分 

 出発してから，(18+2=)20分後 

 

20分後 
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(1) 

弟は 6分で 480m 進んでいますから， 

速さは， 480÷６＝80 (m/分) ⇒ 分速 80m 

 

 

 

 

(2) 

6分のときの２人のきょりの差は 480m  

9分のときの２人のきょりの差は 360m 

        ↓ 

 (9-6=)3分で(480-360=)120m差が縮んだ 

     1分では 120÷3＝40m 差が縮む 

            ↓ 

速さの差が毎分 40m ということ 

 

したがって，兄の速さは， 

  80+40=120 (m/分) ⇒ 分速 120m 

 

分速 80m 

分速 120m 

(3) 

弟が駅に着いたときの２人のきょりの差

は 360m です。 

 

すなわち，兄が 360m にかかる時間を求め

ればよいことになります。 

 

360÷120＝3分 

 

したがって，グラフのｘは， 

  9+3=12 

 

 

 

 

この部分を普通のグラフでかくと下のよ

うになります。 

12 
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重要！  

(1) 

まず，弟の速さから求めます。 

5分で 300m進んでいますから， 

速さは， 300÷5＝60(m/分) 

 

兄は 300m先にいる弟に(20-5=)15分で

追いつくので， 公式より， 

 

 

 

 

 

２人の速さの差は，  

300÷15=20 (m/分) 

   ↓ 

兄の速さは， 60+20=80 (m/分) 

                 分速 80m 

 

300m 

15分 速さ 

の差 

 

分速 80m 

(2) 

兄が家を出発してから弟に追いつくまで 

(20-5=)15分歩いていますから， 

ここまでのきょりは， 

   80×15＝1200m・・・ア 

 

次に， 

兄が駅に着いたとき 弟は，弟の速さでの 1 分

後ろにいます。 

弟の速さは 毎分 60m ですから ， 

兄と弟のきょりの差は 60m です。 

 

 

 

      ↓ 

兄が弟に追いついてから更に 60mの差ができる

のは， 

 60m÷(80-60)=3分後 ⇒  

 

弟を追いこしてから３分後が駅ですから， 

  80×3＝240m・・・イ    

  

ア＋イが家から駅までの道のりです。 

   1200+240=1440m 

 

 

 

 

 

 

1440m 

普通のグラフにすると下のようになります。 
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